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データの活用単元名 配当時間 12時間

単元の目標 (1) ヒストグラムや相対度数などの必要性と意味を理解し，コンピュータなどの情報手段を用いる
　などしてデータを表やグラフに整理することができる。多数の観察や多数回の試行によって得ら
　れる確率の必要性と意味を理解することができる。
(2) 目的に応じてデータを収集して分析し，そのデータを分布の傾向を読み取り，批判的に考察し
　判断することができる。多数の観察や多数回の試行の結果を基にして，不確定な事象の起こりや
　すさの傾向を読み取り，表現することができる。
(3) データを活用することのよさに気付いて粘り強く考え，学んだことを生かそうとしたり，活用
　した問題解決の過程を振り返ろうとしたりしている。

標準的な展開 10230302_001

【準備等】定規，電卓，将棋の駒，将棋盤

学　　　習　　　活　　　動

 1　紙ふぶきの滞空時間を調べる活動を通して資料を整理す
　る必要性に気付き，単元の学習課題をつかむ。[P.214・P.
　215]
　ｏどんな形や大きさの紙が滞空時間がより長いかを考え，
　　話し合う。
　★紙ふぶきの滞空時間を調べよう。
　ｏ紙の形や大きさを変えて紙ふぶきを作り，滞空時間の実
　　験を行う。
　
　
　

　
　
　
　ｏ実験の結果を記録し，表にまとめる。
　
 2　資料の散らばりを示す値について考える。[P.216・P.21
　7]
　ｏ２つの資料について，滞空時間の最も大きい値と小さい
　　値に注目して考える
　★散らばりのようすを示す値を使ってくらべよう。
　ｏ範囲について理解し，資料の散らばりについて考える。
　ｏ範囲の求め方を理解する。
　
　ｏ学習したことがらを使って問題を解く。
　ｏ範囲をくらべて，２つの資料の滞空時間について，どん
　　なことがいえるか考え，話し合う。
 3　資料を表に整理して，その傾向を調べる。[P.218～ P.2
　21]
　ｏ実験の結果をまとめた表から，ある区間に入る資料の個
　　数を調べる。
　★表やグラフを使ってくらべよう。
　ｏ資料を分布の様子が分かりやすくなるようにまとめる方
　　法を理解する。

　
　ｏ度数分布表をグラフに表す方法を理解する。
　ｏ階級の幅を変えたヒストグラムをくらべて，どんなこと
　　がいえるか考え，話し合う。
　

　
　
　
　
　
　ｏ複数のヒストグラムを比較しやすくするための方法を理
　　解する。
　ｏ学習したことがらを使って問題を解く。
　
　ｏ度数分布多角形から，２種類の紙ふぶきのどちらの滞空
　　時間が長いといえるかについて考え，話し合う。
 4　代表値を使って，データの特徴を読み取る。[P.221～P.
　223]
　★代表値を使ってくらべよう。
　
　ｏ資料を代表する値について理解する。
　ｏ度数分布表から最頻値を求める方法について理解する。

留　意　事　項　な　ど

　
　
　
　
　
　
・単に資料を整理することが目的ではなく，集
　めることにも意義を見いだすために実際に実
　験を行うことが望ましい。
【評】必要な資料を収集する活動を通して，「
　主体的に学習に取り組む態度」を評価する。
・多数回の実験を行うには，大変な手間と時間
　がかかるため，いくつかの班で実験を行い，
　そのデータを併合して取り扱うなどの工夫を
　する。
・実際に実験を行った場合は，その結果を基に
　次時以降の授業に用いていくとよい。
　
　
　
　
　
　
・最小値，最大値，範囲という用語とその関係
　を押さえる。
　
　
　
　
　
　
　
　
・度数分布表に整理すると，資料全体の様子が
　分かることを見いださせる。
・階級，度数，度数分布表，累積度数という用
　語を押さえる。
・ヒストグラムという用語を押さえる。
・デジタルコンテンツを使って，視覚的に階級
　の幅を変えたヒストグラムを理解させること
　もできる。
・同じ資料についても階級の幅が異なるとヒス
　トグラムから読み取ることができる傾向が異
　なる場合があるため，目的に応じて資料の傾
　向を的確に読み取ることができるように，階
　級の幅の異なる複数のヒストグラムを作り検
　討することが必要である。
・度数分布多角形という用語を押さえる。
　
【評】資料を表やグラフに整理する活動を通し
　て，「知識・技能」を評価する。
　
　
　
　
・算数で学習した平均値，中央値，最頻値につ
　いて振り返らせる。
・代表値という用語を押さえる。
・階級値という用語を押さえる。
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　ｏ学習したことがらを使って問題を解く。
　
　
　ｏ平均値，中央値，最頻値から，どちらの紙ふぶきの滞空
　　時間が長いといえるか話し合う。
　ｏこれまでに学んだことを基に，どちらの紙ふぶきの滞空
　　時間が長いといえるか，その決定理由について考え，話
　　し合う。
5・6　全体の度数の異なる２つ以上の資料の傾向を比較する
　方法を考える。[P.224～P.228]
　ｏ全体の度数が違う度数分布表を比べる方法について考え
　　る。
　★度数分布表やヒストグラムを使ってくらべよう。
　ｏ全体の度数の異なる２つ以上の資料の傾向を比較する方
　　法を理解する。
　ｏ相対度数，累積相対度数の求め方を理解する。
　

　
　
　
　ｏ学習したことがらを使って問題を解く。
　
　
　ｏ紙ふぶきの形と滞空時間について，調べたことと分かっ
　　たことをまとめる。
　ｏ紙ふぶきの大きさや形を変えた実験を基に，滞空時間を
　　もっと長くするためにはどんなことを調べればよいかに
　　ついて考え，話し合う。
　ｏ学習したことがらを使って，紙ふぶきの滞空時間につい
　　てレポートにまとめる。
　
　
 7　整理されたデータから読み取ることについて考える。[P
　.229～P.231]
　ｏ２つの遊園地の入園者数を調べる場面で，調べて得た２
　　つのデータの読みとり方が正しいかどうかを考え，話し
　　合う。
　★グラフやデータの分布のようすを読みとろう。
　ｏ与えられたデータを批判的に考察する。
　
　
　ｏ平均値と中央値が等しい２つの資料について，分布の様
　　子がほぼ同じといってよいかどうかについて考える。
　

　
　
　
 8　資料の分布の形と代表値の関係について考える。[P.231
　・P.232]
　ｏ度数分布表から平均値を求める方法を考える。
　★度数分布表から平均値を求めよう。
　ｏ度数分布表から平均値の求め方を理解する。
　
　
　
　ｏ学習したことがらを使って問題を解く。
　

　
　
 9～11　将棋の駒を投げる実験を通して，その事象の起こり
　やすさの違いについて考える。[P.233～P.237]
　ｏ将棋の駒を１回投げたときの，将棋の駒の出かたについ
　　て考える。
　ｏどの出かたがもっとも多く起こるか予想する。
　★ものごとの起こりやすさについて考えよう。
　ｏ将棋の駒を3000回投げて，そのときの出かたを記録する
　
　
　ｏ実験の相対度数を求める。
　ｏ相対度数のばらつきや変化について話し合う。
　

【評】代表値を用いて資料の傾向をとらえ判断
　する活動を通して，「思考・判断・表現」を
　評価する。
・資料の特徴や目的に応じて，どの代表値を用
　いればよいかについて考えさせる。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・相対度数，累積相対度数という用語を押さえ
　る。
・全体の度数の異なる２つ以上の資料の傾向を
　比較する場合にも，相対度数を考えることに
　よって，階級ごとの比較ができることを理解
　させる。
【評】相対度数を用いて，２つのデータを比較
　する活動を通して，「思考・判断・表現」を
　評価する。
　
　
【評】紙ふぶきの滞空時間についてまとめる活
　動を通して，「主体的に学習に取り組む態度
　」を評価する。
・この活動を通して，今後自分で見つけた課題
　についても，資料を収集して整理し，それを
　分析して傾向をとらえていくことができるよ
　うにする。
　
　
　
　
　
　
・グラフから判断するときには，意図的な整理
　のしかたがされていないか注意する必要があ
　ることを押さえる。
・資料の傾向を調べるときには，目的に応じて
　代表値を合わせて散らばりの度合いにも目を
　向けなければならないことを理解させる。
・資料の傾向をつかむ際には，度数分布表やヒ
　ストグラムに表すことで，このような散らば
　りの様子がとらえやすくなるため，一般的に
　併用することのよさを知らせる。
　
　
　
　
・資料の個々の値が分からない場合，すべてを
　階級値であると見なすことで，資料全体の平
　均値を考えることができることを理解させる
　
【評】資料の代表値や範囲を求める活動を通し
　て，「知識・技能」を評価する。
・P.232にある「表計算ソフトを使って」を扱
　い，大量のデータを整理するときには，表計
　算ソフトを使うと便利であることを伝える。
　
　
　
　
　
　
【評】将棋の駒を投げる実験から，ある事象の
　起こりやすさを予想する活動を通して，「主
　体的に学習に取り組む態度」を評価する。
　
・相対度数の推移は，表計算ソフトを使うなど
　してグラフに表すと分かりやすい。
・確率という用語を押さえる。
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　ｏ実際の記録から，ルールの見なおしについて考え，話し
　　合う。
　
　ｏ子どもが生まれたときに，男女の比率はどのようになっ
　　ているか予想する。
　ｏ各年の出生女児数の出生児総数に対する割合を小数第２
　　位までの近似値で求める。
　ｏ女児出生の割合の10年間を見て，女児出生の確率を考え
　　る。
　ｏ相対度数を確率とみて，駅から博物館に到着するまでに
　　かかる時間を調べる。
　ｏ学習したことがらを使って問題を解く。
　

　
　
12　データの活用に関する問題を解き，学習のまとめをする
　[P.238・P.239]
　★データの活用に関する問題を解き，学習のまとめをしよ
　　う。
　ｏ７章の章末問題「学びをたしかめよう」に取り組み，理
　　解を深める。
　ｏ７章の章末問題「学びを身につけよう」に取り組み，理
　　解を深める。
　

【評】将棋の駒を投げる実験から，確率を求め
　る活動を通して，「知識・技能」を評価する
　
　
　
・年次ごとに，電卓を使って計算させる。
　
　
　
　
　
【評】確率を利用して問題を解決する活動を通
　して，「知識・技能」を評価する。
・P.237にある「何分発のバスに乗る？」を扱
　い，身のまわりの疑問を解決するために確率
　を利用することができることを伝える。
　
　
・「自分から学ぼう編」やデジタルコンテンツ
　も積極的に活用させる。
　
　
【評】２つ以上の資料をくらべたり，ものごと
　の起こりやすさを考えたりする活動を通して
　「知識・技能」を評価する。

【　備　考　】
　小学校算数科では，統計的な問題解決の方法を知るとともに，棒グラフ，折れ線グラフ，円グラフ及び帯グラ
フを学習し，度数分布を表やグラフに表したり，データの平均や散らばりを調べるなどの活動を通して，統計的
に考察したり表現したりしてきている。また，第５学年では測定値の平均について学習し，第６学年では平均
値，中央値，最頻値などの代表値を用いたりドットプロットなどを用いたりして統計的に考察したり表現したり
することを学習している。ここで，平均値はデータの個々の値を合計し，データの個数で割った値，中央値は
データを大きさの順に並べたときの中央の値，最頻値はデータの中で最も多く現れている値のことである。ま
た，ドットプロットとは数直線上の該当する箇所にデータを配置し，同じ値のデータがある際には積み上げて表
したものである。
　中学校数学科において第１学年では，これらの学習の上に立って，データを収集，整理する場合には，目的に
応じた適切で能率的なデータの集め方や，合理的な処理の仕方が重要であることを理解できるようにする。さら
に，ヒストグラムや相対度数などについて理解し，それらを用いてデータの傾向をとらえ説明することを通し
て， データの傾向を読み取り，批判的に考察し判断することができるようにする。
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